
 

 

2024 年 4 月 25 日 

株式 株式会社アジテック 

アーバンエナジー株式会社 

J&T 環境株式会社 

株式会社東北バイオフードリサイクル 

アインス株式会社 

 

株式会社アジテック（本社：岩手県北上市、代表取締役社長：中村 達也、以

下「アジテック」）は、JFE エンジニアリング株式会社（本社：東京都千代田区、代表

取締役社長：福田 一美）が 100％出資する新電力のアーバンエナジー株式会社

（本社：神奈川県横浜市、代表取締役：小林 厚、以下「アーバンエナジー」）の

電力プラン「創電割®」※１を活用した食品リサイクルを中心とする循環型エコシステムへ

の取り組みを、2024 年 4 月 1 日に開始しました。 

 

今回アーバンエナジーが提案したスキームは、アジテックの生産過程等で排出された食

品廃棄物を、アインス株式会社（本社：東京都北区、代表取締役：福森 日出海、

以下「アインス」）が廃棄物管理を行い、J&T 環境株式会社（本社：神奈川県横

浜市 代表取締役社長：長谷場 洋之）の子会社である株式会社東北バイオフー

ドリサイクル（本社：宮城県仙台市、代表取締役：宇田川 悟）でメタン発酵、リサ

イクル発電を行います。発電した電力はアーバンエナジーが買い取り、アジテックに供給

します。 

また、同時に使用電力量に対して再生可能エネルギー指定の非化石証書を用いた

電力プランの「ゼロエミプラン®」を導入することで、CO2 実質排出ゼロとなります。 

 

アジテック、JFE エンジニアリンググループ、アインスは、環境に配慮したサービスの拡充

を図り、今後も推進することで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 
 

 

※１ 「創電割®」 アーバンエナジーが廃棄物から発電した電力を買い取り、廃棄物の発生元施設へ供

給する場合に、廃棄物量に応じて電力料金を割り引くサービス。同サービスは 2017 年から開始して

おり、新電力として独自のサービス。 

 

 

 

 

 

 

News Release 

アジテック 食品リサイクル発電＋CO2 実質排出ゼロの電力プランを導入 

～東北バイオフードリサイクル初の創電割®を実施～ 

～横浜スタジアムの廃棄物を発電に利用～ 



■「創電割®」のスキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■株式会社アジテック 概要 

所在地：岩手県北上市流通センター19-70 

事業内容：業務用各種タレ類・スパイスの小袋詰、容器詰の製造販売 

公式 WEB サイト：http://www.ajitech.jp/information/ 

■アーバンエナジー株式会社 概要 

所在地：横浜市鶴見区末広町二丁目１番地 

事業内容：電力売買事業（小売電気事業者 登録番号 A0122） 

株主：JFE エンジニアリング株式会社 100％ 

■J＆T環境株式会社 概要 

所在地：横浜本社 横浜市鶴見区弁天町３番地１ 

事業内容：総合資源化リサイクル事業、総合物流事業 

株主：JFE エンジニアリング株式会社、株式会社 JERA 

■株式会社東北バイオフードリサイクル 概要 

所在地：宮城県仙台市宮城野区蒲生三丁目 10 番 1 号 

事業内容：食品リサイクル・バイオガス発電事業 

株主：J&T 環境株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京ガス株式会社、 

東北鉄道運輸株式会社、協業組合仙台清掃公社 

■アインス株式会社 概要 

所在地：東京都北区赤羽 2-55-6 

事業内容：環境コンサルティング事業、食品リサイクル総合対策事業 

株主：ウム・ヴェルト株式会社 100% 

本件に関するお問合わせは下記にお願いいたします。 

J&T 環境株式会社      代表 ℡044-330-9472 

 

http://www.ajitech.jp/information/

